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Abstract 
We have separated a new substance mainly comp:Jsed of mannitol from 
air drying Alaria crαsSlfoliαKjellman and L. jαponicαAreschoug. τhen， we 
concluded that it is a molecular compound constructed with mannitol and other 
unkown matters by the fact that which easily releasses mannitol when 
recrystalize from aq. methanol by ordinary manner. Stil1 more， We devised 
the special method for its recystal1ization， and deduced a tentative explana-
t:ion for the mechanism of this case. Lastly， we gave some technological 
meanings of the new substan巴巴 onutilization of sea-weeds. 
1.緒 =ー-&:1 
マシニットが褐藻類中に存在する事責は古< 1槌4年に Stenhouse(1)により認めちれ7む
その後， ToIIens & Muther(2) Kylin，ω 治よぴ、 Nelson& Cretcher(4)等が蹟範固に亘る
(1) Stenhouse: Ann.， 51 349 (1884) 
(2) ToUens & Muther: B日r.，37 301 
(3) Kylin: Z. Physiol. Chem.， 83 174; 94 351; 101 237 
(4) Nelson & Cretcher; J. Amer. Chem. Soc.， 51 (1917) 


















[試料]. 試料として使用した褐夜、は昭和 25年 5月本輸西陣屋海岸にないで探集せるちが
いそ (Alariacrassifolia Kjellman)および、まとんぶ (Laminaria;aponica Areschoug) 
を風乾せるものである。
[ちがいそ，治よび、まとんぷ抽出物の調製] 風乾ちがいそをさらに 105~1l00C に沿いて
4時間乾慢し粉砕せるもの1.5kgをとり 70%合水メタノール 2kg とともに 8時間煮
沸抽出するヲ経れば温時に抽出メグノ{ルを他器に移L.建法の試料にはさらに 2kgの 70







(5) 高橋武夫: 槍訂海芸員工業 (Ril26) 103頁
( 44 ) 




合水メタノ{ルをもワて再抽出を行ろ。すなわち抽出物 40gを 80%合水メタノール 120g 
とともに 2時間煮沸抽出し諸過する[不滞解建直 21.6g]、i!毒液は水冷しながら放冷すると微
針欣結晶が折出する(結晶が析出し難い時は硝子棒で器壁を腰擦するとよい)から充分結晶が
析出したとき結品を措別し少量の 80% 合7Kメタノ ~Jレで 2 回i先機L乾燥する。牧量 8.8g.
m.p. 1510C。まとんぶ抽出物については抽出物 40g，80~色合水メタノ~ J1-200 gそもワて同
様撮作L不溶解E霊法 7.3g， m.p. 1510Cの結晶 24.5g k得た。












[7.4 g (m.p. 165.50C)] 
↓ 
白色徴針朕結晶
[1.7 g (m.p. 151"C)i 
第 2 表










[7.0 g (m.p. 165.5つC)]
↓ 
白色微針扶結晶













乾回しさらに 1050C~1l0"C に1.5 時間乾燥し粉末とする。
[表面祈H"¥の白色粉末試料。再抽出] 40 g の試料を 80%合水メタノールの向量とともに
2時間煮沸抽出し鴻過する。[不溶解建直 34.2g]。措液ば7K冷しながら放冷L，充分結晶が析
出したとき結晶を漉別し少量の 80% メグノ~}レをもワて 2 回洗糠L乾燥する。牧量 2.4 g， 
m.p. 151~151.50C。ととに得られだ結晶を上の [m.p. 1510Cの結晶の再結晶]の場合と同
様に再結晶すると m.p.1510Cの結晶を得る δ
[ちがいそ抽出物沿よて~ちがいそ表面析出粉末よりそれぞれ輩離せられた m.p. 1510C の結















事費，治上び、 m.p. 1510C (()結晶の再，拍品にあ?とクて原結品を再現せしめるためにマンニット
析出後の舟ヰ夜に封してとられる持殊友庭理である。との二つの事責は前者に沿いては，原藻抽
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類中のマン=ツトがはたしてマシ=ヴト車体として存在するものでるるか， m.p. 1510C の
新物質として存注するもので、あるかにクいても植物生理墜上再考すべきであろろ。
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